
ム
の
た

ズ
た
い

リ
せ
て

ア
さ
え

リ
化
考
を

に
進
を
れ

画
く
何
か

映
し
は
開

ンョさま
展が

シ
め
革
顧

一
、
の
回

メ
み
ン
な

=込
「一的

ア
り
シ
格

たい盛をメ一本も
て
ジ
ニ
く

れ

一
ア
早

さ
セ
と
ッ
た
年

け
メ
督

向
な
監
後

も
的
勲
没

ど
会
畑
。

子
社
高
か

とがのてめ求ノモンホ勲畑
(

高

)月日1月7) 年元和今(年2019

の

高
畑
監
督
は
宮
崎
駿

監
督
と
共
に
ス
タ
ジ
オ

ジ
プ
リ
の
一一枚
看
板
と

言われた。宮崎監督に比べて作

品数が少なく、宮崎作品のよう

な超
現実
的な
フ
ァンタ
ジー
よ
り

も日々
の暮らしを丹念に描くリ

アリズ
ム
の色
合いが
濃
か
ったた

め、地味な印象は否
めない。し

かし最後の長編「かぐや姫の物

語
」は、筆
で描
いたような人物

が動き、時に疾走する斬新な表
践実メ一一

青年に詳しく話を聞いている。

研究者気質は、アニメーショ

ン以外にも及んだ。数多くの著

作
を
残
し
、
中
で
も
中
世
の
絵
巻
物

を研究した
「十一一世紀のアニメ

ーション」では、
「伴大納言絵

飼」をめぐる専門家の論争に参

入して自説を打ち出した。親交

のあった作家、池澤夏樹さんは

素晴らしい映像作家た0たの

で、絵巻
物も読み込むことが
で

きたのでしよう。フランスの詩
しないようなアニメーション映

画という場で、社会批判と娯楽

を合体した戦後民主主義を実践

してきたと考えています」

高畑監督の考えが鮮やかに表

れた文章がある。宮崎監督主導

でつくられた三鷹の森ジプリ美

術館
の図録
に寄せた賛辞だ。仕

掛けにあふれた迷宮のような空

間では訪問者の好奇心や享受カ
がどのくらい能動的かが問われ

ると書き、
「能動的」に
「ホン

モノ」とルビをふった。

高
畑
監
督
は
観
客
を
考
え
さ
せ
な

くするファンタジーを批判し、

役に立っ映画をつくると繰り返

し公言した。それは人々
の主体

性や能動性こそがホンモノと考

えていたからと思われる。

(編
第
委員
・村
山
正
司
)

現
が
高
い
評
価
を受
け
た
。

「竹
取
物
語
」
が
原
作
だ
が
、
平

安
時
代
に
や
って
き
た
現
代
女
性
が

感
し
る
か
の
よ
う
な
違
和
感
が
画
面

に
漂
う
。
か
ぐ
や
姫
は天
皇
の求
婚

すら拒否し、
「わたしは誰のも

のにもならない!」と叫ぶ。

日
本
の文
学
と
ア
ニメ
ー
シ
ョン

を研究する米村みゆき専修大教

授
は
「近
代
の
文
学
で
は
、
娘
は
親

の
勧
め
る
結
婚
を
避
け
て自
由
な
恋

愛
を
す
る
の
が
定
型
でし
た
。
と
こ

ろ
が
、
か
ぐ
や
姫
は恋愛
とい
う
制

度
か
ら
も
自
由
な
の
が
面
白
い
。
高

畑監督は現代のジ
ェンダー論を

か
な
り
研
究
さ
れ
た
と
想
像
し
てい

ま
す
」
と
話
す
。研究と取材は、高

畑
監
督
のキ
ー
ワ
1
ド

だ
。
開
発
の
進
む
近
郊

の
山
で
「
み
」を
奪
わ
れた
タ

ヌキが人間に戦いを挑む「平成

狸
合
戦
ほ
ん
ほ
こ
」
では
、
タ
ヌキ

の
生
態
を
徹
底
的
に
調
べ
た
。
都
会

の

歳
の
女
性
が
山
形
市
の
農
家
で

紅
花
栽
培
を
手
伝
う
「お
も
ひ
でほ

ろ
ほ
ろ
」
で
は
、
有
機
農
業
を
営
む

アるせさ一ん考、
、

十主上

人、プレベールの翻訳も一級の

仕
事
で
し
た
。
宮
崎
監
督
が
物
語
を

ど
の方向
にも持
って行ける天才

な
ら
、
高
畑
監
督
は
多
才
な
大
秀
オ

だ
と
思
います
」
と
評す
る。

そ
れ
だ
け
に
内
容
面
で
も
表
現
上

でも同じようなア一一メーシ=ン

:作らなか
った。映像研究家の

叶精一きんは高畑監督のその姿

に
、哲
学
でいう
「弁証
法
」を見

る
。
「正反
合
」
だ
。前
作
を
否
定

しながら、新たな
「合」をめさ

し
て変
わ
って
い
った
。

変
容
の
奥
に
、
一貫

し
た
思
想
は
あ
っただ

ろうか。

高
畑
監
督
を
戦
後
民
主
主
義
者
の

一人と考えるのが山本昭宏・神

戸
市
外
国
語
大
准
教
授
(日
本
近
現

代
文
化
史
)
だ
。
戦
争
体
験
か
ら
軍

国
主
義
を
否
定
し
、
個
人
の
主
体
性

を尊重する。たが、戦後の社会

運動
には
「ほんほ
こ」のタヌキ

のような挫折もあ
った。
「民衆

の願
いに根さ
し
ていなけれは
運

動
は
長
続
き
し
な
い。
高
畑監
督
は

丸
山
真
男
ら
の
知
識
人
が
見
向
き
も

兄
妹
の
視
線
の
先
は

評
論
家

宮
崎
哲
弥
さ
ん

高畑勲には、「白い巨塔」「あ、野麦
」

など
のヒ
ットを連発した映画監
・山本薩夫

(19105

)を想起させる面かありま

す
。
歴
史性
や
階
級性
を物
語
に生
か
し
なが
ら
、

面白
さ
の追
求
をおろ
そか
にし
なか
った。

高
畑ら日本
の
ア
一一メー
シ
ョンの興隆の
一因

は高い設計性
でした。意図が隅
に々ま
で支ぶ

映
像
に
は
、
ハ
リ
ウ
ッド
映
画
に
近
い
魅
力
が
あ
っ

た
。
こ
の
明
快
な
舞
台
な
ら
、
思
想
性
を
含
ん
だ
物

語
を
乗
せ
ても
娯
楽
作
品
と
し
て
展
開
でき
る
と
い

う
確
信
が
持
て
た
の
でし
よう
。

「火
垂
る
の
墓
」
の
終
盤
、
節
子
た
ち
が
暮
ら
し

た横穴の向こうにある富裕な住宅に、疎開か

ら
戻
る
人
が々
描
か
れ
ま
す
。
「は
に
ゆう
の
宿
」

が
流
れ
、
生
前
の
節
子
の
姿
が
重
な
る
。
弾
む
よ
う

に駆
け
回
り
、
笑
顏
が
は
じ
け
る
節
子
。
そ
し
て現

代の神戸の夜景を兄妹2人の
「霊」が見下ろ

し
て映
画
は終
わ
り
ます
。
死
ん
でい
った
者
は忘

れ
ら
れ
が
ち
です
が
、彼
ら
はす
っと
私
た
ち
を
見

ている。
「戦後
」をはかない蛍をめ
でるよう

に眺
める死者
の視線が背中
に突
き刺
さる。高

畑
の批判
が込めら
れているように
思いま
す。

去
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